
沖グループ労組加入率と組合員数の変遷
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

「
戦
争
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
１
０
の
法
則
」

と
い
う
本
を
読
ん
だ
。

戦
争
を
起
こ
す
際
に
支
配

者
が
国
民
に
戦
争
を
正
当
化

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
使

わ
れ
る
う
そ
と
欺
瞞
に
満
ち

た
宣
伝
手
段
で
あ
る
。

最
後
の
章
に
「
こ
の
正
義

に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
者
は

裏
切
り
者
で
あ
る
」
が
あ
り
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
戦
争
を
遂
行
す
る
邪

魔
者
を
黙
ら
せ
る
た
め
に
マ

ス
コ
ミ
を
使
っ
て
使
用
さ
れ

た
。こ

の
論
理
は
、
戦
争
を
賛

成
す
る
も
の
は
正
義
で
、
疑

問
や
反
対
す
る
も
の
は
裏
切

り
者
で
あ
る
と
い
う
二
者
択

一
に
絞
っ
て
し
ま
う
も
の
で
、

現
代
で
も
イ
ラ
ク
戦
争
を
起

こ
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ

前
政
権
が
使
用
し
た
手
法
で

イ
ラ
ク
戦
争
前
の
ア
メ
リ
カ

の
状
態
が
そ
う
だ
っ
た
。

現
在
の
日
本
で
も
憲
法
で

戦
争
放
棄
を
う
た
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
北
朝

鮮
」
や
「
ソ
マ
リ
ア
沖
海
賊
」

の
た
め
と
し
て
、
憲
法
に
従

う
べ
き
輩
が
武
器
使
用
や
先

制
攻
撃
論
を
平
然
と
口
に
し

て
、
ソ
マ
リ
ア
の
海
賊
退
治

だ
と
称
し
て
自
衛
艦
や
Ｐ
３

Ｃ
等
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ

れ
に
迎
合
す
る
マ
ス
コ
ミ
を

含
め
て
憤
り
を
禁
じ
え
な
い
。

（
Ｈ
）

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（発
行
ダ
イ
オ
ー
ド

）
生
産
拠

点
を
ル
ネ
サ
ス
か
ら
取
得

プ
リ
ン
タ
印
字
ヘ
ッ
ド
用
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
増
産
（
４
倍
）
に
備
え
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
の
子
会
社
Ｏ
Ｋ

Ｉ
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

（
Ｏ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
ル
ネ
サ
ス
東

日
本
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
群
馬
開

発
デ
バ
イ
ス
本
部
（
高
崎
市
）

の
旧
半
導
体
前
工
程
ラ
イ
ン
の

土
地
・
設
備
な
ど
を
約
１
０
億

円
で
取
得
し
た
。
２
０
１
０
年

４
月
か
ら
の
稼
動
を
予
定
。

壊
さ
れ
ゆ
く

働
く
ル
ー
ル

相
次
ぐ
沖
電
気
の
リ
ス

ト
ラ
、
行
政
か
ら
の
「
規

制
緩
和
」
（
２
面
参
照
）

と
い
う
二
重
の
攻
撃
で
沖

電
気
で
働
く
人
々
の
雇
用
、

労
働
時
間
、
生
活
な
ど
が

激
変
し
て
不
安
定
な
働
き

方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
組
は
経
営
の

チ
ェ
ッ
ク
強
化
を

沖
電
気
労
組
委
員
長
は

今
年
度
の
労
組
大
会
で

「
会
社
は
売
れ
る
も
の

（
土
地
や
事
業
な
ど
）
は

売
り
尽
く
し
て
し
ま
い
売

れ
る
も
の
は
無
く
な
っ
た
。

更
に
こ
れ
以
上
の
賃
金
カ
ッ

ト
（
総
額
６
８
億
円
）
を

進
め
る
わ
け
に
は
行
か
な

い
。
し
か
し
、
何
と
し
て

も
グ
ル
ー
プ
の
営
業
利
益

１
４
０
億
円
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
は
今
、

正
念
場
だ
」
と
の
現
状
認

識
を
示
し
た
。

過
去
１
１
年
間
で
６
回

の
赤
字
・
・
・
何
度
も
よ

く
似
た
話
を
聞
い
た
が
経

営
は
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

組
合
員
か
ら
は
「
労
組

は
会
社
よ
り
だ
。
も
っ
と

経
営
責
任
を
追
及
を
す
べ

き
だ
」
な
ど
、
組
合
の
姿

勢
に
も
疑
問
の
声
が
多
い
。

一
例
で
は
、
今
春
の

「
賃
金
カ
ッ
ト
」
提
案
で

は
過
去
に
例
を
み
な
い
反

対
意
見
が
噴
出
し
ま
し
た
。

切
望
さ
れ
る

経
営
の
転
換

６
月
か
ら
川
崎
新
社
長

に
な
り
会
社
再
建
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の

沖
電
気
の
方
針
は
目
先
の

利
益
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、

毎
年
の
よ
う
に
方
針
と
組

織
・
仕
事
内
容
が
変
更
に

な
り
「
仕
事
に
集
中
で
き

な
い
」
「
ク
ル
ク
ル
変
わ

る
経
営
方
針
に
つ
い
て
い

け
な
い
」
な
ど
の
不
満
も

で
て
い
ま
し
た
。

労
組
に
は
新
社
長
体
制

に
対
し
て
、
過
去
の
失
敗

の
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
、

今
後
の
展
望
を
質
す
事
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
防
衛
の
先
頭
に

今
、
沖
電
気
労
組
に
は

「
名
ば
か
り
組
合
」
の
汚

名
返
上
の
た
め
に
経
営
チ
ェ
ッ

ク
を
柱
に
正
規
・
非
正
規

の
区
別
な
く
雇
用
の
確
保
、

賃
金
ア
ッ
プ
、
労
働
条
件

の
向
上
、
な
ど
生
活
を
守

る
た
め
に
「
社
会
的
責
任
」

を
果
す
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
の
１
月
調
査
で

は
「
生
活
が
苦
し
い
」
が

７
４
％
。
そ
の
う
え
今
年

は
賃
金
カ
ッ
ト
で
す
。
労

組
の
溜
め
込
み
金
（
闘
争

資
金
・
約
１
５
億
円
）
の

運
用
も
一
案
で
す
。

組
合
運
営
は

民
主
的
に

国
会
で
も
地
方
議
会
で

も
傍
聴
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
沖
労
組
で
は
代
議

員
の
承
認
と
い
う
傍
聴
規

制
で
閉
鎖
的
労
組
大
会
に

な
っ
て
い
る
。
ル
ー
ル
の

改
正
が
必
要
で
す
。

★
「
会
」
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
相
談
を
受

付
け
て
い
ま
す
。

気
楽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

労
働
組
合
は

社
会
的
責
任
（
Ｕ
Ｓ
Ｒ
）

を

U
n
i
o
n

S
o
s
ia
l
R
e
s
p
o
n
s
i
b
i
l
i
t
y

失
業
率
５
・
４
％
、

若
者
に
顕
著

有
効
求
人
倍
率
０
・
４
３
倍
で
過
去
最
低

完
全
失
業
者
３
４
８
万
人

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合
加
入
率

４
９
％
ま
で
減
少

09年6月

雇用悪化

労
働
者
は
一
人
で
は

経
営
者
に
太
刀
打
ち
で

き
ま
せ
ん
。
団
結
し
て

闘
わ
な
い
限
り
雇
用
も

く
ら
し
も
守
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
労
働
組
合

に
は
、
憲
法
２
８
条
で

団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、

ス
ト
ラ
イ
キ
権
な
ど
が

保
障
さ
れ
て
い
る
。

労
組
員
の
利
益
を
守

る
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
利
益
を
守

る
た
め
の
運
動
を
し
な

け
れ
ば
、
労
組
員
の
生

活
も
守
れ
ま
せ
ん
。

沖
グ
ル
ー
プ
内
の
労

組
加
入
率
（
従
業
員
比
）

比
は
４
９
％
ま
で
低
下
。

組
合
加
入
を
促
進
し
て

団
結
を
大
き
く
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

賃
金
や
残
業
手
当

は
何
分
単
位
で
支

払
わ
れ
る
の
？

た
だ
働
き
が
起
き
て
い

な
い
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

原
則
は
一
分
単
位
で
す
。

慣
例
で
１
５
分
や
３
０
分

単
位
の
場
合
は
累
計
し
て

要
求
し
ま
し
ょ
う
！

一
人
は
万
人
の
た
め
に

万
人
は
一
人
の
た
め
に
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法律名 自民 公明 民主 社民 共産
労働基準法改定 非正規雇用を増やす有期３年の新設

　　　　　　（９８年） 裁量労働制と変形労働制の拡大

労働者派遣法改定 製造など４分野を除く派遣対象業務

　　　　　　（９９年） を原則自由化

会社分割法 労働者本人の同意不要の職場丸ごと

　　　　　　（００年） 分社化容認

雇用対策法等改定 再就職支援の名でリストラを推進

　　　　　　（０１年）
労働基準法改定 有期雇用制を拡大

　　　　　　（０３年） 裁量労働制の規制緩和

労働者派遣法、職 製造業への派遣規制の解除

安法改定（０３年）
労働安全衛生法等 年間総労働時間規制と残業規制の緩和

改定　　　（０５年）
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Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
問
題

シ
ン
ポ
、
１
１
０
人
参
加

【
八
王
子
】

沖
電
気
の
半
導
体
部
門
が
ロ
ー

ム
社
に
売
却
さ
れ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
と
な
り
ま
し
た
。

八
王
子
地
区
に
は
関
連
を
含
め

て
約
１
５
０
０
人
が
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
７
０
０
人
余
の
希
望
退

職
や
横
浜
、
宮
城
な
ど
へ
の
移
動

で
、
八
王
子
地
区
は
縮
小
さ
れ
存

続
も
危
惧
さ
れ
る
事
態
に
追
い
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

７
月
２
５
日
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ

ン
と
連
帯
す
る
会
（
会
長
・
伊
藤

潤
一
・
東
京
地
評
議
長
）
主
催
で

大
学
教
授
、
市
議
会
議
員
、
税
理

士
な
ど
の
パ
ネ
ラ
ー
で
「
誘
致
企

業
沖
電
気
の
動
向
と
地
域
経
済
を

考
え
る
」
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
王
子
・
高
尾
地
区
の
商
店
へ

の
影
響
、
市
財
政
で
は
１
０
０
人

の
減
少
で
税
収
減
が
２
，
５
０
０

万
円
に
な
る
。
な
ど
地
域
経
済
へ

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
労
働
者

は
、
現
在
は
八
王
子
に
残
っ
て
、

減
員
し
た
分
の
労
働
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
将
来
の
職
場
は
未

定
で
不
安
で
す
。
と
報
告
し
、
引

き
続
き
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

集
会
に
は
八
王
子
副
市
長
な
ど

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

熱
海
・
磐
梯
高
原
な
ど

保
養
施
設
閉
鎖

【
東
京
】

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
熱
海
、
磐
梯
高

原
保
養
所
の
２
箇
所
の
直
営
保
養

施
設
が
本
年
１
１
月
い
っ
ぱ
い
で

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
健
康
保
険
組
合
の
財
政

が
２
年
連
続
の
赤
字
が
見
込
ま
れ

「
苦
汁
の
選
択
」
と
の
こ
と
で
す
。

か
つ
て
沖
電
気
に
は
山
中
湖
、

白
樺
湖
、
伊
香
保
な
ど
恵
ま
れ
た

リ
ゾ
ー
ト
地
に
保
養
所
が
あ
り
、

従
業
員
が
格
安
で
手
軽
に
利
用
で

き
た
も
の
で
し
た
。

今
回
、
つ
い
に
残
さ
れ
た
熱
海

と
磐
梯
の
保
養
所
ま
で
閉
鎖
の
ニ
ュ
ー

ス
に
、
「
沖
は
次
々
と
従
業
員
の

福
利
厚
生
施
設
を
切
り
売
り
し
て

き
た
が
、
次
は
一
体
何
を
売
る
の

だ
ろ
う
か
？
」
「
こ
の
３
月
に
は

名
門
Ｏ
Ｋ
Ｉ
陸
上
競
技
部
も
廃
部

に
な
っ
た
し
、
こ
れ
で
は
従
業
員

の
士
気
も
下
が
る
一
方
だ
」
な
ど

不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

「
配
置
転
換
」
便
乗
の

肩
た
た
き

【
蕨
】

芝
浦
と
蕨
の
通
信
関
連
の
職
場

で
は
、
８
０
名
規
模
の
「
要
員
の

配
置
転
換
」
が
７
月
か
ら
開
始
さ

れ
対
象
者
に
面
談
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
ス
キ
ル
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
前
提

と
す
る
グ
ル
ー
プ
内
の
配
置
転
換

と
い
う
こ
と
で
労
使
が
合
意
し
た

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
面
談
の
中
で
「
あ

な
た
に
紹
介
す
る
職
場
は
な
い
」

と
言
わ
れ
て
、
事
実
上
肩
た
た
き

を
さ
れ
て
い
る
組
合
員
が
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

沖
労
組
は
、
こ
の
よ
う
な
「
配

置
転
換
」
に
便
乗
し
た
人
減
ら
し

や
肩
た
た
き
を
止
め
さ
せ
、
本
人

の
希
望
に
反
し
た
配
転
や
首
切
り

を
許
さ
な
い
よ
う
十
分
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

定
年
、
回
遊
魚
か
ら
の

脱
出
で
開
放
感

【
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー
テ
ク
ノ
】

０
２
年
に
沖
電
気
本
庄
工
場
の

製
造
部
門
が
独
立
し
て
創
ら
れ
た

２
０
０
余
名
の
構
内
会
社
で
す
。

沖
か
ら
約
３
割
の
賃
金
ダ
ウ
ン

で
移
籍
し
た
人
が
次
つ
ぎ
と
６
０

歳
の
定
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
低
賃
金
と
立
ち
作
業
と
い
う

重
労
働
な
ど
の
た
め
、
雇
用
延
長

を
望
む
人
は
少
な
い
。

あ
る
定
年
者
は
「
流
れ
の
立
ち

作
業
で
、
魚
の
マ
グ
ロ
と
同
じ
で

い
つ
も
動
き
廻
っ
て
い
て
、
職
場

で
は
俺
た
ち
は
回
遊
魚
だ
よ
な
。

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ノ
ル
マ
で

ク
タ
ク
タ
の
毎
日
だ
っ
た
の
で
、

仕
事
か
ら
開
放
さ
れ
て
嬉
し
い
」

と
快
笑
し
て
職
場
を
去
り
ま
し
た
。

雇
用
延
長
「
目
的
別
休
暇
」

引
き
継
ぎ
を

【
富
岡
】

定
年
を
迎
え
る
労
働
者
が
多
く

控
え
て
い
る
富
岡
工
場
で
は
、
雇

用
延
長
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
話
題

に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
「
雇
用

延
長
す
る
と
有
給
休
暇
（
有
給
）

は
引
継
が
れ
る
け
ど
、
目
的
別
休

暇
は
引
き
継
が
れ
な
い
」
と
い
う

事
が
分
か
り
ま
し
た
。

累
積
限
度
日
数
が
五
○
日
ま
で

認
め
ら
れ
る
目
的
別
休
暇
が
、
定

年
時
点
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま

う
事
に
疑
問
の
声
が
あ
が
り
ま
す
。

「
有
給
の
繰
越
し
分
を
貯
め
た
休

暇
だ
か
ら
、
有
給
が
引
継
が
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
目
的
別
休
暇
も
引

き
継
が
れ
て
当
然
」
「
定
年
を
迎

え
て
、
こ
れ
か
ら
休
む
機
会
が
多

く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
に
」
。

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
働
い
て
大

幅
に
賃
金
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
目
的
別
休
暇
の
引
継
ぎ

ぐ
ら
い
は
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
２
３
回

沖
電
気
（
Ｇ
）

従
業
員
持
株
会
は
大
株
主

１
３
１
２
万
株
所
有
（
約
２
％
）
で
６
位

日
本
は
子
ど
も

や
家
族
に
関
す

る
社
会
支
出
が

少
な
い
の
よ
！

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）

に
占
め
る
子

ど
も
や
家
族

に
関
す
る
支

出
（
児
童
手

当
や
児
童
福

祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
合
計
）

は
、
他
国
と

比
べ
少
な
く
、

経
済
や
雇
用

状
況
な
ど
と

共
に
少
子
化

に
影
響
を
与

え
て
い
る
。

％

発
行
済
株
式
の
総
数

６
億
８
４
２
６
万
株

株
主
総
数
は

１
１
２
，
６
７
３
名

★
大
株
主
の
１
位
は
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
で
３

４
０
０
万
株
所
有
（
約
５

％
）

持
株
会
は
前
年
比

１
２
５
万
株
減
少

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
従
業

員
持
株
会
は
会
社
の
資
金

集
め
に
重
要
な
役
割
を
果

し
て
い
る
。

株
価
１
０
０
円
と
し
て

時
価
総
額
１
３
億
円
を
保

有
し
て
い
る
。 ●賛成 ○反対 民主は旧民主及び自由を含む

《
話
題
・
あ
れ
こ
れ
》

副
業
、
再
び
禁
止
へ

東
芝
、
富
士
通
な
ど
の
半
導

体
事
業
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
と
し
て
労
働
時
間
短
縮
を
行
っ

て
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
副
業

を
認
め
て
い
た
が
、
景
気
の
回

復
が
み
ら
れ
る
と
し
て
、
７
月

ま
で
に
労
働
時
間
を
元
に
戻
し
、

再
び
副
業
を
禁
止
し
た
。

退
職
強
要
で
３
割
が
「
心

が
不
調
」
に
＝
厚
生
労
働
省

０
８
年
の
全
国
の
労
働
局
へ
の

相
談
の
う
ち
心
の
不
調
を
訴
え

た
割
合
は
「
退
職
強
要

」
は
３

３
・
４
％
、
「
解
雇
」
は
５
・

９
％
、
「
倒
産
」
が
２
・
８
％
。

で
「
退
職
強
要
」
が
突
出
。

★
な
ぜ
、
沖
電
気

を
バ
ラ
バ
ラ
に
出

来
た
の
か

０
０
年
５
月
に
労

働
者
の
同
意
な
し
で

分
社
が
簡
単
に
で
き

る
会
社
分
割
法
が
制

定
。

★
な
ぜ
、
雇
用
が

不
安
定
な
労
働
者

が
増
え
た
の
か

８
６
年
に
企
業
の

要
望
で
施
行
さ
れ
た

労

働
者

派

遣
法

は

「
規
制
緩
和
」
を
繰

り
返
し
、
９
９
年
に

は
一
部
を
除
き
原
則

自
由
に
な
っ
た
。
現

在
は
世
論
の
力
に
押

さ
れ
規
制
強
化
へ
転

換
の
動
き
が
で
て
い

る
。

検
証

・OECDなどの資料

持株会の推移


